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要 旨:本 論 文 で は、パ リ科 学 ア カ デ ミー 『歴 史 と報 告 』 → 『サ イ ク ロ ピー デ ィア』→ 『百 科 全 書 』

とい う方 向 で の み論 じ られ て きた、 従 来 の 『百 科 全 書 』 項 目の影 響 ・借 用 関係 の研 究 に対 し、 新

た な 資 料 を 活 用 す る こ とで 重 要 な 一 石 を投 じて い る。 そ の資 料 とは、 『サ イ ク ロ ピー デ ィア』 の

著 者 チ ェ ンバ ー ズ が、 『歴 史 と報 告 』 の一 部 を 英 訳 したJ.マ ー テ ィ ンと の共 訳 『哲 学 的 歴 史 と報

告 』 で あ る。 そ れ を含 め て 、 『歴 史 と報 告 』 → 『哲 学 的 歴 史 と報 告 』 → 『サ イ ク ロ ピー デ ィア』

→ 『百 科 全 書 」 とい う過 程 を改 め て分 析 した結 果 、 以 下 の点 が 明 らか に な った。1 .チ ェ ンバ ー

ズ が 『歴 史 と報 告』 の諸 論 考(1701～19)を 自 ら英 訳 し、 そ れ らの一 部 を 『サ イ ク ロ ピー デ ィア』

執 筆 に活 用 した こ と、2.執 筆 に当 た って は英 訳 を そ の ま ま借 用 す るので は な く、 『サ イ ク ロ ピー

デ ィ ア』 「ま え が き」 に書 か れ た執 筆 方 針 に従 って、 英 訳 の 順 序 を入 れ替 え た り、 新 た な知 見 を

加 え た り、 一 般 読者 向 け に表 現 を も っ と平 易 に した りす る な ど、 適 切 な書 き換 え を した こ と、3.

た だ し、 『哲 学 的 歴 史 と報 告 』 と 『サ イ ク ロ ピー デ ィア 』 の 本 文 の間 に は、 単 純 に前 者 か ら後 者

へ とい う方 向 か らは説 明 困難 な微 妙 な違 い が あ る こ と、4 .チ ェ ンバ ー ズ の 『歴 史 と報 告 』 翻 訳

戦 略 と 『サ イ ク ロ ピー デ ィ ア』 編 集 戦 略 は と もに、 「専 門 的 」、 「一 般 向 け」 の 区 別 な く、 他 の典

拠 か らは得 られ に くい知 識 を 『歴 史 と報 告 』 か ら取 り出 す点 に あ った こ と。

キ ー ワー ド:『 百 科 全 書 』、 『サ イ ク ロ ピー デ ィア』、E.チ ェ ンバ ー ズ、 パ リ科 学 ア カ デ ミー、 『歴

史 と報 告 』、 『哲 学 的歴 史 と報 告 』

*本 論 文 は 、 『百 科 全 書 』 研 究 会(Societe　 d'etudes　 sur　 l'Encyclopedie)編 「『百 科 全 書 』 ・啓 蒙 研 究 論 集

(Recuil　 d'etudes　 sur　l'Encyclopedie et　les　Lumieres)」 第1号(2012年3月)に 掲 載 さ れ た 仏 語 拙 稿

　 《Une《facon》copiee-col1ee　 de　l'Encyclopedie?:avatars　 de　texte　 de　1'HMARS　 a　l'Encyclopedie par

l'intermediaire　 de　E.　Chambers》(1-40ペ ー ジ所 収)の 日本 語 版 で あ る。 ま た、 日本 学 術 振 興 会 科 研 費

(基 盤B)「 フ ラ ンス 『百 科 全 書 」 研 究 」(研 究 代 表 者:鷲 見 洋 一 、2008～2011年 度)を 受 け て、 研 究 分 担 者

　 と して行 った研 究 成 果 の一 部 で もあ る。



序 論

　 近 年 、 多 く の 『百 科 全 書 』 研 究 者 が 、E.チ ェ ンバ ー ズ(1680-1740)『 サ イ ク ロ ピ ー デ ィ ア 」

(初 版 、1728)を 『百 科 全 書 』 の も っ と も重 要 な 典 拠 の 一 つ と 見 な す よ う に な っ て き た ば か り か 、

そ れ に 特 別 の 地 位 を 与 え る よ う に も な っ て き た 。 今 世 紀 初 頭 に こ の 英 国 の 百 科 事 典 見 直 し の 先 鞭

を 付 け た の は 、 鷲 見 洋 一 に よ る 『百 科 全 書 』 「第 一 趣 意 書 」(1745)の 研 究 で あ る1。 鷲 見 が こ の

趣 意 書 の オ リ ジ ナ ル を 見 出 し慶 應 大 学 図 書 館 に 所 蔵 さ せ る ま で は 、 た だ 一 つ し か オ リ ジ ナ ル は 知

ら れ て い な か っ た 。 そ の た め に 、 「第 一 趣 意 書 」 研 究 は 非 常 に 困 難 と な っ て い た 。 こ の 研 究 に よ っ

て 、 『百 科 全 書 』 が 『サ イ ク ロ ピ ー デ ィ ア 』 の ど の 版 を 典 拠 と し た か と い う、 重 要 問 題 が 初 め て

提 起 さ れ た 。

　 こ う し た 流 れ を 受 け て 、Michel　 Malherbeに よ る 『サ イ ク ロ ピ ー デ ィ ア 』 「ま え が き 」 の 仏 訳

が 、 『百 科 全 書 』 研 究 の 専 門 誌Recherches　 sur　Diderot　 et　sur　 l'Encyclopedie(以 下 、　RDE),37

(2004)で 、 訳 者 自 身 の 解 説 付 き で 出 版 さ れ た 。

　 さ ら に は 、 初 期 の 百 科 全 書 派 が 、1745～46年 に か け て 、 『サ イ ク ロ ピ ー デ ィ ア 』 の 最 新 の ロ ン

ド ン 版(1741-43)も し く は ダ ブ リ ン 版(1743)を ほ ぼ 全 訳 し、 そ れ を 盗 用 改 訂 増 補 して 項 目 を

作 成 し た と 推 定 す る 小 論 を 、 著 名 な ダ ラ ン ベ ー ル 研 究 者 イ レ ー ヌ ・パ ス ロ ンが 発 表 し た2。 彼 女

は ル イ=フ ィ リ ッ プ ・メ イ の 周 知 の 論 文 「『百 科 全 書 』 の 歴 史 と 典 拠 」 を 参 照、して 、1745年12月

～46年12月 末 の 共 同 出 版 社 の 『チ ェ ン バ ー ズ と ハ リス の 『事 典 』 用 出 納 簿 』 で の 支 出 の 大 半 が 、

『サ イ ク ロ ピ ー デ ィ ア 』 の 翻 訳 料 に 充 て られ た と し た3。

　 こ う し て 、 『百 科 全 書 』 の 特 別 重 要 な 典 拠 と して 、 『サ イ ク ロ ピ ー デ ィ ア 』 へ の 関 心 は い よ い よ

高 ま る こ と に な っ た 。 そ れ を 受 け て 、 ス イ ス の 著 名 な 『百 科 全 書 』 研 究 者 ア ラ ン ・チ ェ ル ヌ ス キ

が 、 「チ ェ ンバ ー ズ は 初 期 の 『百 科 全 書 』 の 全 項 目 に と っ て キ ャ ンバ ス の 役 割 を 果 た し、 『百 科 全

書 』 作 成 過 程 上 で 、 チ ェ ンバ ー ズ は 典 拠 と し て 卓 越 し た 地 位 に あ る」 と し た4。 そ して 、1720年

1　 Sumi,　 Yoichi,《 〈Atmosphere>et<Atmosphere>:Essai　 sur　la　Cyclopoedia et　le　premier　 Prospectus

　 de　l,Encyclopedie》,Verite et litterature au XVIIIesiecle　:　 melanges rassembles　a　 l'honneur　 de　Raymond

　 Trousson,　 Honore　 Champion,2001,　 p.271-284;《De　 la　Cyclopedia　 a　l'Encyclopedie:traduire　 et　reecr-

　 ire》,　Sciences,　 musiques,Lumieres:melanges　 offerts　a　Anne-Marie　 Chouillet,　 Centre　 international

　 d'etude　 du　XVIIIe　 siecle,2002,　 p.409-419.〔 日本 語 版 の た め の附 記:鷲 見 は上 記 の 最 初 の 仏 語論 文 に先 立 っ

　 て 、 そ の 元 に な る邦 語 論 文 「『百 科 全 書 」 第 一 趣 意 書 の 重 要 性 一 チ ェ ンバ ー ズ 問 題 解 明 の た め に 一 」 を

　 『藝 文 研 究 』第77号(1999年12月)、334-318ペ ー ジに発 表 して い る。〕

2　Irene　 Passeron,《Quelle(s)edition(s)de　 la　Cyclopoedia les　 encyclopedistes　 ont-ils　utilisee(s)?》,　RDE

　 40-41(2006),p.287-292.

3　　May,　Louis-Philippe,　 《Histoire　et　sources de l'Eencyclopedoe d'apres　 le　registre　 des　deliberations　 et　de

　 comptes　 des　editeurs　 et　un　memoire　 inedit》,Revue　 de　synthese,　 XV(fevrier　 1938).パ ス ロ ンが 利 用 し

　 て い る 《Livre　de　depense　 et　recette_pour　 le　Dictionnaire　 de　Chambers　 et　Harris》 に よ れ ば 、 ダ ラ ン

　 ベ ー ル は45年12月 ～46年12月 の 期 間 に1922リ ー ヴ ル を受 け と って い る。別 の資 料 か ら10列 につ き24リ ー ヴ

　 ル とい う翻 訳 料 を 導 い て、彼 女 は ダ ラ ンベ ー ル が ほぼ800列(『 サ イ ク ロ ピー デ ィア 」全体 の1/6に 相 当)を

　 翻 訳 した と推 定 。同 じ帳簿 で 同 時 期 の全 百 科 全書 派 が 受 領 した額 は 、 グ ァ ・ ド ・マ ル ヴ ェー ス や ゼ リウ ス

　 を含 め て12245リ ー ヴル 。『サ イ ク ロ ピ ーデ ィア」全 二 巻(5000列 程)を 翻 訳 す る の にか か る費 用 が12000リ ー

　 ヴ ル と換 算 で き る の で、受 領 額 の ほ ぼす べ て が この 事 典 の翻 訳 料 だ と仮 定 す る と、 当該 期 間 に百 科 全 書 派

　 が 『サ イ ク ロ ピー デ ィア」を す べ て 翻 訳 した と推 定 で き る。



頃 ま で の科 学 ア カ デ ミー の 『歴 史 と報 告 』 に依 拠 した 『百 科 全 書 』 諸 項 目の記 述 も、 実 は多 くが

『歴 史 と報 告 」 か ら直 接 引 い た ので は な く、 『サ イ ク ロ ピー デ ィア』 か らの孫 引 きだ と実 証 した。

しか し、 チ ェ ンバ ー ズ の没 後 に ジ ョ ン ・マ ー テ ィ ンに よ って 出版 され た、 科 学 ア カ デ ミー 『歴 史

と報 告 』 の英 訳 を チ ェル ヌス キ は ど うや ら知 らな か った よ うで、 これ に つ い て は無 視 して い る。

マ ー テ ィ ンと チ ェ ンバ ー ズ訳 『1699-1720年 ま で の パ リ科 学 ア カ デ ミー 、 哲 学 的 歴 史 と報 告 』

こ う した チ ェ ンバ ー ズ見 直 し気 運 に も拘 わ らず、 マ ー テ ィ ン とチ ェ ンバ ー ズ訳 『哲 学 的歴 史 と

報 告 』 につ いて は`、 未 開 拓 な ま ま残 され て い る。 確 か に、F.A.カ フカ ー編 『17、18世 紀 の著

名 百 科 事 典(Notable Encyclopedias of the Seventeenth and Eighteenth Centuries,edited by F.

A.Kafker,The VoltaireFoundation,1981)』 に お い て 、 ブ ラ ッ ドシ ョ ー が 論 文 《Ephraim

Chambers' Cyclopaedia》 で、 この著 作 に つ い て 既 に 簡 単 に言 及 して い たが 、 後 の研 究 者 に は そ

の言 及 そ の もの まで 忘 れ られ て しま った よ うで あ る。 筆 者 はチ ェル ヌ ス キ の上 述 の論 文 を読 んで 、

『サ イ ク ロ ピー デ ィ ア』 と 『百 科 全 書 』 と の関 係 を 改 め て 本 格 的 に考 究 す る必 要 を 感 じ、 チ ェ ン

バ ー ズ に つ い て多 くの情 報 を得 よ う と各 種 の文 献 目録 を参 照 す る過 程 で、 この抜 粋 的英 訳 『哲 学

的歴 史 と報 告 」 の存 在 を、 い わ ば再 発 見 す る こ とに な った。

『哲 学 的歴 史 と報 告 』 の成 立 に つ い て詳 しい こ とは わ か らな い が、 共 訳 者 とい うよ り主 訳 者 で

あ るマ ー テ ィ ンが第 一 巻 の巻 頭 に書 い た 「読 者 へ」 とい う一 文 か らは次 の よ うな こ とが わ か る。

『サ イ ク ロ ピー デ ィ ア』 の著 者 と して 高 評 を得 た チ ェ ンバ ー ズが 最 近 亡 くな り、 パ リ科 学 ア カ デ

ミー 『歴 史 と報 告 』 の論 考 の英 訳 を い くつ も残 して い る こ とが 明 らか に な った。 出版 社 の要 請 を

受 けて、 自分 の翻 訳 を補 完 す るた め に この著 名 な事 典 編 集 者 の翻 訳 を活 用 す る こ とに した、 とい

う もの で あ る6。

この記 述 は ど こ ま で信 用 で き るの だ ろ うか。 マ ー テ ィ ンが第 二 巻 の162ペ ー ジの 脚 注 で 、 チ ェ

ンバ ー ズ の訳 の誤 りを指 摘 して い る こ とな どか ら推 測 す る に7、 チ ェ ンバ ー ズ の 遺 稿 は確 か に存

在 した と思 わ れ る。 ま た 、 『哲 学 的 歴 史 と報 告 』 の チ ェ ンバ ー ズ の訳 と、 そ れ を 利 用 して 書 か れ

た と思 わ れ る 『サ イ ク ロ ピー デ ィア』 の項 目 とに は、 マ ー テ ィ ンに よ る訳 と 『サ イ ク ロ ピー デ ィ

4　 Cernuschi,　 Alain,《La　 Cyclopoedia,　 un　 intermediaire　 entre　les-Memoires　 de　l'Academie　 des　 sciences　 et

　 l'Encyclopedie》,RDE,45(2010),　 p.130.

5　　The　 Philosophical　 history　 and　 memoirs　 of　the　Royal　 Academy　 of　Sciences　 at　Paris:or　 an　 abridgement

　 of　all　the　papers　 relating　 to　natural　 philosophy[...J　 1699　 to　1720,　 London,1742,5vol.,　 in　8°,　translated

by　 J.　Martyn　 et　E.　Chambers.以 下 で は 、 こ の 著 作 の 原 題 をPHM、 邦 題 を 『哲 学 的 歴 史 と報 告 』 と 略 記 。

6　 (The　 Booksellers　 having　 been　 informed,　 since　 the　 Publication　 of　this　 Abridgment,　 that　 the　 late　 Mr.

Chambers,　 Author　 of　the　 Cyclopaedia,　 or　 Universal　 Dictionary　 of　Arts　 and　 Sciences,　 had　 made　 some

Progress　 in　 the　 same　 Design,　 were　 desirous　 to　 make　 use　 of　 the　 Papers　 left　 by　 an　 Author　 so　 well

esteemed　 by　 the　 Publick.　 In　the　 Course　 therefore　 of　this　 Work,　 such　 Papers　 of　Mr.Chambers　 will　 be　in-

serted,　 as　 come　 within　 the　 present　 Design.)),((To　 the　 Reader)),PHM,1,　 s.　p.

7　 ((So[survus　 bolens]it　 is　written　 in　Mr.Chambers'manuscript,　 it　should　 be　 cervus　 volans,　 or　flying

　 stagi).)),　 PHM,　 II,　p.162,　 note.



ア』 の対 応 項 目に は な い よ うな類 似 性 が あ り、 『哲 学 的歴 史 と報 告 』 に採 録 さ れ た訳 が 確 か に チ ェ

ンバ ー ズ の もの で あ る こ との傍 証 と もな って い る。 しか し、実 際 に チ ェ ンバ ー ズが 『歴 史 と報 告 』

を何 の た め に どれ く らい英 訳 した か、 そ の す べ て が死 後 に残 され た の か、 死 後 に残 され た遺 訳 の

うち どれ ほ どを マ ー テ ィ ンは 『哲 学 的 歴 史 と報 告 』 の た め に利 用 したか 、 な どな どは わ か らな い。

た だ し、 チ ェ ンバ ー ズ の訳 が 『サ イ ク ロ ピー デ ィア』 執 筆 の た め だ った こ とは、 上 で述 べ た よ う

に、 『哲 学 的 歴 史 と報 告 』 の チ ェ ンバ ー ズ の訳 と 『サ イ ク ロ ピー デ ィア』 の対 応 項 目 に明 確 な類

似 性 が あ る こ とや 、 採 録 さ れ た チ ェ ンバ ー ズ の訳 が1701-19年 に留 ま る こ と な ど か ら、 推 測 で き

る。 しか し、 本 訳 の さ らに詳 しい成 立 事 情 に つ い て は、 将 来 の研 究 に侯 ち た い。

『哲 学 的歴 史 と報 告 』 は八 折 版 の五 巻 本 か らな る。 翻 訳 部 分 は お よ そ2200ペ ー ジか らな り、 そ

の うち700ペ ー ジ(3分 の1)ほ ど、 全79論 考(マ ー テ ィ ンと の共 訳 論 考 を含 む)が チ ェ ンバ ー

ズ に よ って訳 され て い る。 主 と して磁 針 の変 移 と水 力学 な ど物理 数 学 を 含 む 自然 学 関係 や 自然誌 ・

道 具 関係 の遺 訳 が利 用 され て い る。 も っ と多 分 野 に わ た る多 数 の訳 が遺 され て い た可 能 性 は あ る

が、 だ とす れ ば、 主 訳 者 で あ るマ ー テ ィ ンが、 な ぜ あ る一 部 の分 野 の79論 考 を主 と して採 用 した

かが 問 題 とな るが 、 そ れ は不 明 で あ る。 な お既 述 の よ うに、 チ ェ ンバ ー ズの翻 訳 は 『サ イ ク ロ ピー

デ ィ ア』 執 筆 の た め に な され た 可 能 性 が 高 い が、 筆 者 が 調 べ た 限 りで は、 『哲 学 的 歴 史 と報 告 』

に利 用 さ れ た チ ェ ンバ ー ズ に よ る訳79論 考 の うち、14論 考 が 『サ イ ク ロ ピー デ ィ ア』(Dublin,

1740)で 採 用 され て い る。 百 科 全 書 派 が典 拠 と した と され る 『サ イ ク ロ ピー デ ィア』 の ロ ン ドン

版(1741-43)も し く は ダ ブ リ ン版(1743)は 今 回調 べ る余 裕 が な か った が 、 これ らを 調 べ れ ば

この数 が変 わ る可 能 性 もあ る。 た だ、 初 版 か ら1740年 代 の後 続 版 に か け て小 さな改 変 は多 数 あ る

が、 大 きな増 補 改 訂 は な され て い な い の で、 そ の数 は ほぼ確 実 に変 わ らな い だ ろ う。 採 用 率14/

79=17.7%だ が 、 そ れ が高 い か 低 いか は早 計 に判 断 で き な い。 ま た 、 筆 者 の調 べ で は、 そ の14論

考 の うち6論 考 が 、 分 量 は と も あれ 、 『百 科 全 書 』 で何 らか の形 で借 用 され て い る8。

な お資 料1に は、 チ ェル ヌス キ の前 掲 論 文 の 「付 録1」 との比 較 の便 宜 を考 え て、 『百 科 全 書 』

の三 項 目、 「天 日取 り レ ンズ(ARDENT(miroir))」 、 「赤(ROUGE)」 、 「網 膜(RETINE)」 に

関 わ る事 項 も掲 載 した(薄 塗 り部 分)。 なぜ な ら、 こ の三 項 目 に 関 す る事 項 は、 元 々 の 典 拠 が

『歴 史 と報 告 』 に あ り、 それ が 『サ イ ク ロ ピー デ ィ ア』、 さ らに は 『百 科 全 書 』 とい う順 序 で借 用

され た と して 、 チ ェ ル ヌ ス キ が 「付 録1」 で提 示 して い る か らで あ る。 ただ し、 『哲 学 的 歴 史 と

報 告 』 で の これ ら三 事 項 の訳 者 は チ ェ ンバ ー ズ で は な くマ ー テ ィ ンで あ る。 当然 これ らは、 上 で

挙 げ た数 値6に は カ ウ ン トされ て い な い。

『歴 史 と報 告 』 仏 語 原 文 ⇒ 『哲 学 的 歴 史 と報 告 』 ⇒ 『サ イ ク ロ ピー デ ィ ア』 ⇒ 『百 科 全 書 』

この 『哲学 的歴 史 と報 告 』 の チ ェ ンバ ーズ担 当部 分 の 「再 発 見」 は、 これ まで の 『サ イ ク ロ ピー

8資 料1、 参照。



デ ィア』 と 『百 科 全 書 』 の 関係 を め ぐ る研 究 に大 幅 な見 直 しを迫 る こ とに な る。 とい うの も従 来

は 『サ イ ク ロ ピーデ ィア』 ⇒ 『百 科 全 書 』 や、 チ ェ ル ヌ スキ の前 掲 論 文 の よ う に、 『サ イ ク ロ ピー

デ ィァ』 を介 した 『歴 史 と報 告 』 ⇒ 『百 科 全 書 』 しか 問題 に され て来 な か った か らで あ る。 今 後

は、 テ クス トが 複 雑 に コ ピー&ペ ー ス トさ れ再 編 ・超 克 され る過 程 を 考 慮 す る必 要 が あ る。 とい

うの も、 実 は この 過程 は、 『歴 史 と報 告 』 仏 語 原文 ⇒ 『哲 学 的 歴 史 と報告 』 ⇒ 『サ イ ク ロ ピー デ ィ

ア』 ⇒ 『サ イ ク ロ ピー デ ィア』 仏 訳 原 稿 ⇒ 『百 科 全 書 』 とい う、 二 重 翻 訳 に よ る迂 回 か らな るか

らで あ る。 こ こで は い くつ か の項 目に 限定 して、 この二 重 翻 訳 に よ る迂 回過 程 の実 態 を垣 間見 る

こ と に した い。 た だ し、 『サ イ ク ロ ピー デ ィア』 仏 訳 原 稿 は見 つ か っ て い な い の で 、 実 際 の分 析

は、 『歴 史 と報 告 』 仏 語 原 文 ⇒ 『哲 学 的 歴 史 と報 告 』 ⇒ 『サ イ ク ロ ピー デ ィア』 ⇒ 『百 科 全 書 』

の過 程 を追 う こ とに な る。

ま ず は、 そ う した テ クス ト変 容 を示 す代 表 的項 目で あ る 「タ ラ ンチ ュ ラ」 か ら始 め る こ とに し

よ う。 初 め に、 『歴 史 と報 告 』 の タ ラ ンチ ュ ラに関 す る記 事 の一 節 を9、 そ れ と対 応 す る英 訳 とい っ

し ょに示 した い。 両 者 を比 較 す る こ とで、 チ ェ ンバ ー ズ の英 訳 の特 徴 を把 握 で き る。 一 見 して 明

らか な よ うに、 そ れ は基 本 的 に原 文 の逐 語 訳 と言 って よ い。 両 テ クス トに は と もに五 種 類 の下 線

を施 し、 同 じ種 類 の下 線 部 が、 仏 語 原 文 とそ の英 訳 とい う形 で、 対 応 す るよ うに して あ る'°。

次 に、 チ ェ ンバ ー ズ の英 訳 と 『サ イ ク ロ ピー デ ィア』 の項 目 との比 較 に移 ろ う。 そ こで、 資 料

3を 参 照 い た だ き た い。 こ こで は左 か ら順 に、 『哲 学 的歴 史 と報 告 』 の 「タ ラ ンチ ュ ラ」 の初 め

の部 分 、 次 に 『サ イ ク ロ ピー デ ィア』 の項 目の前 半 部 を 中心 とす る抜 粋 、 最 後 に 『百 科 全 書 』 項

目の 『サ イ ク ロ ピー デ ィア』 項 目 との対 応 部 分 を、 並 列 して載 せ て い る。 そ の最 初 の二 つ の比 較

が 問題 で あ る。 そ こか らわ か る の は、 項 目執 筆 に 当 た って 、 チ ェ ンバ ー ズが 『哲学 的歴 史 と報 告 』

の訳 を そ の ま ま使 うの で は な く、 さま ざ ま な編 集 上 の工 夫 を そ れ に施 して い る点 で あ る。

1.言 葉 の定 義 。 事 典 で は、 項 目の最 初 に定 義 を与 え る こ と、 つ ま り この クモ の一 般 的特 徴 を

記 述 す る こ とが要 求 され るの で、 そ れ に合 わ せ て、 チ ェ ンバ ー ズ は 『歴 史 と報 告 』 の記 事 の記 述

順 序 を変 更 す る と同 時 に、 足 りな い記 述 を補 足 して、 最 初 に ま ず は定 義 を、 つ い で そ の触 角 を一

般 的 に記 述 して い る。 英 訳 の 《The tarantula is a large spider,with eight eyes and as many

legs》 は、 項 目二 段 落 目 の 冒 頭 で 《The tarantula is a kind of spider,》 と 《and is furnished

with eight feet and as many eyes》 と い う二 つ の部 分 に分 割 され 、 そ の 間 に、 名 前 の 由来 、 主

た る生 息 地 、 大 き さ に 関 す る情 報 を、 前 二 者 につ いて は英 訳 の別 の 箇 所 か らと って きて補 い11、

最 後 の点 は特 徴 を示 す重 要 な情 報 と して チ ェ ンバ ー ズ 自 らが補 足 して い る。 さ らに そ の後 で、 タ

9こ れ は1702年 版 の 『歴史」 の部分か ら採 られてい る。言 うまで もないこ とか も知れ ないが、 『歴史 と報

告 』仏 語版 は、研究状況 を概説 した 『歴史 』の部分 と、個別論文 の集成 であ る 『報告』の部分か らなる。

以下 では、 『歴史」 の方 をHARS、 『報告」 の方をMARSと 略記 する。

10資 料2、 参照。 とはいえ、後述す るように、逐語訳の うち にもときに例外的に翻案 的な もの も見 られる。

11名 前 の由来 は英訳の二段落 目の 《from whence its name is taken,and throughout Apulea》 か ら、生

息地 は同 じく二段落 目の冒頭の 《The tarantula is not only found about Tarentum》 か ら採 られている。



ラ ンチ ュ ラの 定 義 を補 完 す る特 徴 と して 欠 か せ な い、 この クモ の色 彩 や形 状 の 記 述 を補 って い る。

最 後 に、 この クモの最 大 の特 徴 で ある触 角 について、 英 訳 一 段 落 目の 《are　two　horns　 or　trunks》

か ら採 られ た 《from　its　mouth　 arise　two　 horns,　 or　trunks》 とい う数 を示 す 記 述 が来 て 、 触

角 の形 状 、 毒 を運 ぶ機 能 を補 足 して い る。 こ こで ひ とま ず定 義 は終 わ るが、 タ ラ ンチ ュ ラに 咬 ま

れ た結 果 起 き る病 の症 状 の記 述 に移 る前 に、 チ ェ ンバ ー ズ は、 毒 針 と も言 え る触 角 と、 生 息 地 ご

とに毒 の危 険性 が異 な る とい う、 この クモ の特 徴 に 関 わ る重 要 で具 体 的情 報 を載 せ て い る。 そ の

結 果 、 『哲 学 的 歴 史 と報 告 』 で は一 段 落 目 に あ る、 ジ ョフ ロ ワ に よ る触 角 の具 体 的 観 察 や 推 測 は、

項 目で は三 段 落 目に や っ と登 場 す る。 そ して 四、 五 段 落 目で、 タ ラ ンチ ュ ラで もア プ リア の もの、

な か で も平 地 の もの だ けが危 険 で、 さ らに一 説 と して、 タ ラ ンチ ュ ラが繁 殖 期 に だ け危 険 だ とい

う観 察 が 、 英 訳 か ら採 って きて 示 され て い る。 そ こ に は、 『歴 史 と報 告 』 に な い 最 新 知 見 と して

バ リヴ ィの観 察 も付 加 され、 項 目を ア ップ ・ トゥ ・デ ー トな もの に しよ う とす るチ ェ ンバ ー ズ の

配 慮 が見 られ る。

　 2.病 状 の集 約 的記 述 。 『哲 学 的 歴 史 と報 告 』 で は 分 散 して い た病 状 に 関 す る情 報 を 、 チ ェ ン

バ ー ズ は 『サ イ ク ロ ピー デ ィア』 の項 目の六 段 落 目に ま とめ て記 述 して い る。 そ の半 分 ほ どは、

英 訳 の三 段 落 目か ら採 られ て い るの だ が、 そ こで看 過 で きな い重 大 な チ ェ ンバ ー ズ の編 集 上 の工

夫 が二 つ施 され て い る。 一 つ は、 《which　at　first　appears　 much　 like　that　felt　on　the　stinging　 of

abee,　 or　an　ant》 とい う、 痛 み につ い て の補 足(薄 塗 り)で あ る。 こ こ に は、 『歴 史 と報 告 』 で

は痛 み の記 述 も専 門 的 で、 事 典 の読 者 が求 め る具 体 性 に欠 け る と考 え、 一 般 の読 者 に わ か るよ う

な比 喩 的 記 述 をす る、 チ ェ ンバ ー ズ の編 集 戦 略 が 見 られ る12。 も う一 つ は、 英 訳 の 六 段 落 目 の末

尾 にあ る 《To　the　other　 symptoms　 of　this　disease　must　 be　added　 on　aversion　 for　black　 and

blue;and　 on　the　contrary,　 an　affection　 for　white,　red,　and　 green.》(薄 塗 り)を 、 項 目 で は

この 病 状 を 記 述 す る段 落 に移 し、 しか も 《An　aversion　 for　black　 and　 blue;and,　 on　the　con-

trary,　 an　affection　 for　white,　 red,　and　 green,　 are　other　 unaccountable　 symptoms　 of　this

disease.》(薄 塗 り)と 端 的 な 表 現 に変 更 した点 で あ る。 さ らに、 『哲 学 的歴 史 と報 告 」 か ら直 接

採 られ た の で は な い つ な ぎの文 章 を い くつ か補 う こ とで、 この段 落 は、 一 般 読 者 に わ か りや す い

具 体 的 か つ集 約 的 な病 状 記 述 とな って い る。

　 3.治 療 法 紹 介 。 項 目の七 段 落 目か ら先 で は、 チ ェ ンバ ー ズ は 『哲 学 的歴 史 と報 告 』 を基 本 的

に踏 襲 す る形 で項 目を記 述 して い る。 そ こに は、 この伝 説 上 の病 の伝 説 的 な治 療 法 で あ る音 楽 療

法 な どが紹 介 され て い る。

　 この よ うに チ ェ ンバ ー ズ は、 英 訳 の記 述 の順 序 を、 定 義 → 病 状 → 治 療 とい う、 事 典 に ふ さ わ し

12　 なお、 同様 の編 集上の工夫 は、英訳 の五段落 目にある 《till　his　strength　being　utterly　exhausted,　he

　should　die　on　the　spo七》 とい う回 り くどい言 い方 を、項 目十行 目の 《till　he　died　of the　mere　loss　of

　strength》 とい う簡要な言い方に変えてい る点に も見 られ る。



い一 貫 した もの に変 え、 一 般読 者 に もわ か るよ うに記 述 を よ り簡要 に言 い換 え、 さ らに 内容 を ア ッ

プ ・ トゥ ・デ ー トな もの に しよ う とす るな ど、 種 々 の編 集 上 の工 夫 を施 して い る こ とが わ か る。

こ う した 工 夫 は、 チ ェ ンバ ー ズ 自身 が 『サ イ ク ロ ピー デ ィア』 「ま え が き」 で 述 べ て い る事 典 編

集 上 の 戦 略 に沿 う もの で あ った 。 順 序 の変 更 に 関 して は以 下 の よ うな 規 則 に従 って い る。 「小 さ

ヘ ヘ へ

な文法家、……分析家にならねばならない。……その意図は知識の改善や進歩のために力を貸す
ヘ ヘ ヘ ヘ ヘ ヘ ヘ ヘ ヘ ヘ ヘ ヘ ヘ ヘ へ

ことではなく、知識の教育や伝達をたやすくすることにあった。だから彼は、先駆者が達成 した
ヘ ヘ ヘ ヘ ヘ ヘ ヘ ヘ へ

観念の結合物や集合体を壊すことになったが、それはそれらを自然な単純 さに戻すためであり、

そのことこそ事典編集者には肝要なのである」13。「規則 は、ありふれたことを学者にも益がある
へ 　 ヘ ヘ ヘ ヘ ヘ ヘ ヘ ヘ ヘ へ 　 ヘ ヘ ヘ ヘ ヘ ヘ ヘ ヘ ヘ へ 　

よ う に表 現 し、 至 極 抽 象 的 で難 解 な こ とを 無 知 な者 に もわ か る よ う に表 現 す る こ とで あ るべ き

だ」14。項 目 「タ ラ ンチ ュ ラ」 で チ ェ ンバ ー ズ が見 事 に これ らの方 針 を実 践 した こ とは、 上 で述 べ

た こ とか ら明 白 で あ ろ う。

た だ し、 ま だ な ぞ が一 つ残 され て い る。 そ れ は、 チ ェ ンバ ー ズ が、 後 に 『哲 学 的歴 史 と報 告 』

で 出版 され る こ と に な る 自分 の 英 訳 の訳 文 を、 『サ イ ク ロ ピ ー デ ィ ア』 で い か に 利 用 したか に 関

わ るな ぞ で あ る。 『哲 学 的 歴 史 と報 告 』 を見 る限 り、 彼 の 訳 稿 は完 成 原 稿 で あ り、 通 常 な らば、

順 序 の入 れ換 え な どは す る もの の、 訳 文 な どは そ の ま ま利 用 す る こ とが多 い は ず で あ る。 と ころ

が、 資 料3を 見 て い た だ けれ ば 一 目瞭 然 な よ う に、 『歴 史 と報 告 』 の訳 を ほ ぼ そ の ま ま写 して お

り、 積 極 的 な推 敲 を した とは思 え な い よ うな箇 所 で も、 ほ とん どの場 合 項 目の文 章 が訳 と微 妙 に

異 な る こ とが起 きて い る。 もち ろ ん訳 稿 を横 に見 な が ら、 た え ず訳 文 に推 敲 を加 え な が ら項 目を

執 筆 した と想 像 す れ ば、 そ れ もあ りえ な い こ とで は な い。 しか し、 フ ォ リオ版 二 巻 か らな る大 部

な 『サ イ ク ロ ピー デ ィア』 を た った一 人 で執 筆 編 集 す るの に、 そ ん な悠 長 と も言 え るよ うな や り

方 が採 られ た の で あ ろ うか。 しか もなか に は、 以 下 に示 す 例 の よ うに 、 『サ イ ク ロ ピー デ ィア』

の文 章 の方 が 『哲 学 的歴 史 と報 告 』 の訳 文 よ り仏 語 原 文 に近 い例 が ま ま見 られ さえ す る。

((Le secours que la Medecine a pu imaginer par raisonnement, consiste en quelques  opera-

tions sur la  playe) (HARS, 1702,  p.16)  —>  (All the help physick affords consists in a few 

operations on the  wound) (PHM, I, p.321)  —>  (All the assistance medecine has been able 

to discover by reasoning, consists in some chirurgical applications on the  wound) 

(Cyclopcedia, II, p.800a)

しか し、 項 目執 筆 に 当 た って、 チ ェ ンバ ー ズ が英 訳 だ け で な く 『歴 史 と報 告 』 原 文 も参 照 した

とは、 ち ょ っ と考 え られ な い。 現 段 階 で は、 これ は今 後 解 明 され るべ きな ぞ と して お きた い。

ヘ ヘ へ

13《Preface de laCyclopoedea de Chambers》,RDE,37,p.68.(「 分 析 家 」 以 外 の 強 調 は 寺 田)

14Ibid,p.76.(強 調 は 寺 田)



　 そ れ で は 『百 科 全 書 』 は 、 『サ イ ク ロ ピ ー デ ィ ア 』 の 項 目 「タ ラ ン チ ュ ラ」 を い か に 利 用 し た

の で あ ろ う か 。 『百 科 全 書 」 の こ の 項 目 の 執 筆 者 は ジ ョ ク ー ル で あ る 。 資 料3で は 一 部 略 し た が 、

項 目 全 体 の 最 初 の4分 の3が 、 『サ イ ク ロ ピ ー デ ィ ア 』 の 項 目 の 逐 語 逐 行 訳 と な っ て い る 。 こ の

借 用 は 『百 科 全 書 』 項 目 の 第 一 段 落 か ら 始 ま り 、 次 の 文 章 の 直 前 で 終 わ っ て い る 、 《Je

n'ajouterai　 que　 quelques　 reflexions　 sur　 ce　grand　 article》 。 そ こ で は ク ロ ス ・ レ フ ァ レ ン ス も

含 め て す べ て が コ ピ ー&ペ ー ス トさ れ て お り、 通 常 ク ロ ス ・ レ フ ァ レ ン ス を 用 い な い ジ ョ ク ー ル

の 書 き方 と 対 極 の 書 き方 が な さ れ て い る。 上 述 し た よ う に 、1745～46年 に 『サ イ ク ロ ピ ー デ ィ ア 』

の 仏 訳 原 稿 が ほ ぼ 全 巻 に わ た っ て 作 成 さ れ た か ら 、 ジ ョ ク ー ル が お そ ら くそ れ を 再 利 用 し、 「若

干 の 考 察 を 足 し て 」、 こ の 項 目 を 執 筆 し た の で あ ろ う 。

　 次 に 、 「空 気 の 重 さ と 弾 性 の 新 実 験 」 に 関 す る 論 文 の 英 訳 に 移 ろ う 。 大 部 分 は1703年 の 『報 告 』

所 収 の ア モ ン ト ン 論 文 の 忠 実 な 翻 訳 で あ る 。 た だ し、 一 部 例 外 も あ る 。 例 え ば 、 『報 告 』 で は

《quoique　 dans　 le　discours　 de　M.Halley,　 extrait　 du　 Journal　 d'Angleterre,&rapporte　 dans　 la

Bibliotheque　 universelle　 de　l'annee　 1686,　 pag.479》 と な っ て い る 箇 所 が'5、 『哲 学 的 歴 史 と 報 告 』

で は 《by　Dr.Halley.　 in　the　philosophical　 transactions》)と 大 幅 に 簡 略 化 さ れ て い た り'6、 前 者

の 長 い 段 落 が 英 訳 で は 複 数 の 段 落 に 分 割 さ れ て い た りす る 。 こ の よ う に 一 部 で 、 逐 語 訳 で は な い 、

英 国 の 読 者 を 意 識 し た 適 応 が 図 ら れ て い る が 、 全 体 と し て は 、 「タ ラ ン チ ュ ラ 」 で も見 た よ う に 、

逐 語 訳 ス タ イ ル が こ こ で も採 ら れ て い る。

　 と こ ろ で 『哲 学 的 歴 史 と 報 告 』 か ら採 ら れ た こ の 英 訳 は 、 『サ イ ク ロ ピ ー デ ィ ア 』 の 執 筆 に 当

た っ て 、AIRとEARTHQUAKEと い う両 項 目 に 利 用 さ れ る と い う 栄 誉 を 受 け て い る 。 た だ こ

こ で は 、 項 目EARTHQUAKEが 『百 科 全 書 』 の 項 目TREMBLEMENS　 DE　 TERRE執 筆 に は 利

用 さ れ な か っ た 点 を 考 慮 して 、 「空 気 の 重 さ と 弾 性 の 新 実 験 」 の 英 訳 の う ちEARTHQUAKEの

典 拠 と な っ た 箇 所 に つ い て は 扱 わ な い こ と に す る。

　 資 料4に 移 ろ う。 左 か ら 『哲 学 的 歴 史 と報 告 』 の 論 文 の 抜 粋 、 『サ イ ク ロ ピ ー デ ィ ア 』 の 項 目

AIRの 抜 粋 、 『百 科 全 書 』 の 項 目AIR(執 筆 者 は ダ ラ ンベ ー ル)の 抜 粋 の 順 に 並 ん で い る 。 ま ず 、

チ ェ ン バ ー ズ が ア モ ン ト ン の 論 文 を 利 用 す る に 当 た っ て 、 そ の ま ま 借 用 す る の で は な く、 摘 要 を

施 し な が ら項 目本 文 を 執 筆 し た 点 が 注 目 さ れ る。 ま ず 論 文 の タ イ トル に 注 意 し て い た だ き た い 。

こ の タ イ トル 、 《That　 the　new　 experiments　 on　the　weight　 and　 elasticity　 of　the　air　shew,　 that

amoderate　 degree　 of　heat,　 may　 reduce　 the　air　into　a　sufficiently　 violent　 state,　 to　be　the　sole

cause　 of　very　 great　 earthquakes　 and　 commotions　 on　the　 terrestrial　 globe》(薄 塗 り)が 要 約

さ れ て 、 《On　 this　 foundation》 で 始 ま る も っ と先 の 段 落 で 、 《that　 the　 spring　 and　 weight　 of

the　Air,　 with　 a　moderate　 degree　 of　warmth,　 may　 enable　 it　to　produce　 even　 earthquakes,　 and

15　 MARS,1703,　 p.101-102.

16　 PHM,1,　 p.64.



other　 of　the　most　 vehement　 commotions　 in　nature》 と な っ て い る 。 こ の 段 落 辺 り(厳 密 に は

そ の 直 前 の 短 い 段 落)か ら ア モ ン ト ン論 文 が 項 目AIRで 集 約 的 に 利 用 さ れ て い る 。 そ の 利 用 は

《Now,　 we　 know》 で 始 ま る段 落 の 末 尾 ま で 続 く。

　 た だ し、 そ の か な り 前 の 段 落 で 実 は 既 に こ の 論 文 は 利 用 さ れ て い る 。 そ れ は 、 《Dr.Halley　 as-

serts,　 in　the　Philosoph.　 Transactions,　 that　 from　 the　Experiments　 made　 at　London,　 and　 by　the

academy　 del　Cimento　 at　Florence,　 it　may　 be　safely　 concluded,　 that　 no　 force　 whatever　 is　able

to　reduce　 Air　 into　 eight　 hundred　 times　 less　space　 than　 what　 it　naturally　 possesses　 on　the　sur-

face　 of　our　 earth》 と い う 箇 所(薄 塗 り)で あ る 。 こ れ は 、 ア モ ン ト ン論 文 の 第 一 段 落 に あ る

《it　has　 been　 affirm'd　 by　Dr.Halley,　 in　the　philosophical　 transactions,　 that　 according　 to　the

experiments　 made　 in　London,　 and　 in　the　academy　 del　Cimento,　 no　power　 is　capable　 of　reduc-

ing　 air　into　 a　bulk　 800　 times　 less　than　 what　 it　possesses　 on　the　 surface　 of　the　earth》(薄 塗

り)の 言 い 換 え で あ る。 両 者 が 同 じ仏 文 の 英 訳 で あ る こ と は 容 易 に 想 像 で き る。 た だ 理 解 し が た

い の は 、 意 味 が ほ ぼ 同 じ で あ り、 英 訳 と し て そ れ ほ ど 問 題 が あ る と は 思 え な い 後 者 を チ ェ ン バ ー

ズ が な ぜ 使 わ な か っ た か で あ る。 こ こ に は 上 述 の な ぞ と 同 様 の な ぞ が あ る が 、 そ れ に つ い て こ れ

以 上 は 触 れ な い 。 さ て 、 同 じ段 落 の 少 し後 の 方 の 下 線 部 《we　can　 expel　 them　 entirely　 by　any

force　 whatever,　 nor　 consequently　 reduce　 the　 air　to　an　incapacity　 of　further　 condensation))

は 、 項 目 で は 《there　 is　no　fixing　 any　 bounds　 to　its　Condensation》 と 要 約 さ れ て い る 。 《Dr.

Halley》 で 始 ま る上 述 の 文 章 が 、 《ln　answer　 to　which,　 Monsieur　 Amontons,　 in　the　 memoirs

of　the　French　 Academy,　 maintains,　 that》 と い う一 文 で 、 今 述 べ た 要 約 部 分 と結 ば れ 、 ハ リー

へ の 回 答 と し て ア モ ン ト ン論 文 が 書 か れ た と い う事 実 だ け を 端 的 に 浮 か び 上 が ら せ て い る。 そ の

結 果 、 論 文 に あ る ア モ ン ト ン の 詳 細 な ハ リー 批 判 は 、 本 筋 に 関 わ ら な い も の と し て 見 捨 て ら れ る

こ と に な る。

　 項 目 で は そ の 後 、 空 気 の 弾 性 に 関 す る実 験 の 歴 史 を 振 り返 る よ う な 形 で ボ イ ル の 実 験 な ど が 紹

介 さ れ 、 再 び ア モ ン ト ン に 戻 っ て く る 構 成 を と っ て い る。 そ の 実 験 の 紹 介 は 、 項 目 で は 《Accord-

ing　 to　the　 experiments　 of　this　 author,　 and　 M,　 de　la　Hire》 で 始 ま る 段 落 と そ の 次 の 段 落 で な

さ れ て い る 。 こ れ は 論 文 の 英 訳 の 《According　 to　the　 experiment　 of　M.　 de　la　Hire》 以 下 の 摘

要 と な っ て い る。 同 一 の 下 線 で 示 さ れ た 部 分 が そ れ ぞ れ 対 応 し て い る。 な か に は 、 二 重 線 で 示 し

た 箇 所 の よ う に 、 英 訳 が ほ ぼ そ の ま ま 採 ら れ た と こ ろ も あ る。 こ の 箇 所 で は 英 訳 と項 目 の 二 つ の

文 章 の 一 致 度 が か な り高 い 。 太 線 や 点 線 の 部 分 も対 応 して い る が 、 一 致 度 は 少 し低 く な っ て い る 。

　 い ず れ に せ よ 、 項 目AIRで も、 項 目TARANTULAで 指 摘 し た の と 同 じ、 特 徴 的 英 訳 利 用 法 を

看 取 で き る 。 こ こ で も や は り チ ェ ンバ ー ズ は 、 「知 識 の 教 育 や 伝 達 を た や す く」 す る た め に 、 ア

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ヘ　　ヘ　　ヘ　　ヘ　　ヘ　　ヘ

モ ン トンに よ る 「観 念 の結 合 物 や集 合 体 を壊 」 して 「自然 な単 純 さに戻 」 そ う と して い るの で あ

る。



　 で は、 ダ ラ ンベ ー ル は 『サ イ ク ロ ピー デ ィア 』 の 項 目 を い か に利 用 す るの だ ろ うか。 「タ ラ ン

チ ュ ラ」 で の ジ ョクー ル の場 合 と共 通 す る面 もあ れ ば、 異 な る面 もあ る。 ま ず、 大 幅 に 『サ イ ク

ロ ピー デ ィア』 の項 目を借 用 して い る点 は、 両 者 に共 通 して い る。 フォ リオ 版 で11ペ ー ジ(22列)

に もわ た る こ の長 い項 目の うち お よ そ14列 、64%(14/22)を 、 ほ ぼ ま る ご と抜 き書 きす る形 で

チ ェ ンバ ー ズ の項 目か ら ダ ラ ンベ ー ル は採 って きて い る。 な お、 ア ラ ン ・コス トは依 存 率 を70%

以 上(15.5/21.5)と して い るが17、 分 母 も分 子 もや や 正 確 さ に欠 け る。 『サ イ ク ロ ピー デ ィ ア』

で も項 目AIRは9列 半 ほ どの 長 い項 目だ が 、 こ の9列 半 の ほぼ全 体 が 『百 科 全 書 』 項 目AIRの14列

で借 用 され て い る。 『サ イ ク ロ ピー デ ィ ア』 の項 目は主 と して ボ イ ル に依 拠 して い るが 、 上 述 の

よ うに、 ア モ ン トンの論 文 か ら半 列 分 が摘 要 の形 で採 られ て い る。

　 次 に、 ダ ラ ンベ ー ル特 有 の項 目借 用 の仕 方 に移 ろ う。1.興 味深 い の は そ の項 目借 用 に 当 た っ

て、 『サ イ ク ロ ピー デ ィア」 の 当該 箇 所 を、 ダ ラ ンベ ー ル が 逐 語 訳 だ け で な く、 一 部 自 由訳 も し

な が ら利 用 した点 で あ る。 例 え ば 、　 《Hence,　we　see　how　 wild　and　erroneous　 was　 that　observa-

tion　of　Aristotle,　that　Air,　rendered　 ten　times　rarer　than　before,　changes　 its　nature,　 and　be-

comes　 fire》 と い う一 文 を 、 ダ ラ ン ベ ー ル は 《L「on　voit　par　 ces　diff6rentes　 exp6riences,

qu'Aristote　 se　trompe　 lorsqu'il　pretend　 que　 fair　rendu　 dix　fois　plus　rare　 qu'auparavant,

change　 de　nature&devient　 feu》 と、 か な り 自 由 に仏 訳 して い る。 お そ ら く1745～46年 に 自 ら

行 った 『サ イ ク ロ ピー デ ィア』 の仏 訳 を活 用 した と思 わ れ るが、 そ れ を さ らに言 い換 え た か ど う

か は不 明 で あ る。

　 2.『 サ イ ク ロ ピー デ ィア』 以 外 の 典 拠 が い くつ か、 そ こか らの借 用 を縫 うよ う に挿 入 さ れ利

用 され て い る点 。 コス トに よ れ ば、 そ う した典 拠 と して主 要 な もの は、Musschenbroeck,　 Essai

de　Physiqueと 、 ベ ル リン ・ア カ デ ミー の終 身 書 記 のFormeyが 作 って 『百 科 全 書 』 の た め に

寄 贈 した覚 え書 きで あ る。 ミュ ッセ ン ブル ッ クか ら8段 落 分 、 フ ォル メ ー か ら6段 落 分 が 採 られ 、

他 の典 拠 か ら6段 落 が 採 られ て い る と の こ とで あ る18。 しか し、 ざ っ と典 拠 と対 照 した だ け で も、

ミュ ッセ ン ブル ッ ク と他 の典 拠 か ら採 られ た段 落 数 は も う少 し多 い こ とは 明 らか で あ る。

　 3.パ ラ フ レー ズ は頻 繁 に見 られ るが、 チ ェ ンバ ー ズ の よ うな要 約 は見 られ な い点 。 た だ し、

項 目を ア ップ ・ トゥ ・デ ー トな もの に しよ う とす る姿 勢 は 明確 で あ る。 例 え ば、 資料4に は な い

が、 『サ イ ク ロ ピー デ ィア』 のp.52bの 末 尾 の 方 に 《in　form　 of　aqua　 secunda,　 See　FIXITY》 と

い う表 現 が 出 て く るが 、 ダ ラ ンベ ー ル は こ の時 代 遅 れ とな っ た記 述 はp.234bで 削 除 して い る。

ま た、 そ う した姿 勢 が あ るか ら こそ、 彼 は チ ェ ンバ ー ズ に主 と して依 拠 しな が ら も、 種 々 の典 拠

か ら最 新 の優 れ た情 報 を選 りす ぐ る こ とを怠 らな か った。

　 上 で 分 析 した 「タ ラ ン チ ュ ラ」 や 「空 気 」 以 外 に 、 『百 科 全 書 』 の 重 要 項 目TORPILLE,

17　 Coste,　Alain,((Air,　the　making　 ofj),RDE,44(2009),　 p.10.

18　1bid.,　p.9.



EVAPOLATION,　 PERLEと そ れ らの典 拠 の 考 察 が残 され て い る。 パ リ科 学 ア カ デ ミー 『歴 史

と報 告 』 か ら 『百 科 全 書 」 へ の テ クス ト変 容 過 程 を示 す注 目す べ き事 例 を、 お そ ら くそ こか ら も

引 き出 せ るで あ ろ う。 しか し、 そ れ らに つ い て は将 来 の研 究 に委 ね た い。

　 い ず れ にせ よ、 『歴 史 と報 告 』 ⇒ 『サ イ ク ロ ピー デ ィア 』 ⇒ 『百 科 全 書 』 とい う方 向 で の テ ク

ス ト変 容 は か な り大 規 模 に展 開 され た と当然 想 定 され るが、 そ の一 部 分 しか ま だ 明 らか に な って

い な い 。 そ の重 要 な一 端 を チ ェル ヌ ス キ の上 述 の論 文 は示 して い る。 『百 科 全 書 』 の 項 目で 言 え

ば 、ARDENT(miroir),　 CAMPHRE(Hist.　 nat.　bot.&Chimie),　 CIRcuLATIoN　 Du　 sANG

(Physiol.),　CONGELATION,　 terme　 de　Physique,　 FIGUIER(Hilt.　 nat.　bot.),　GONORRHEE,　 en

termes　 de　Medecine,　 PERLE(Hist.　 nat.),　POUDRE　 A　CANON,　 RETICULE,　 en　 astronomie,

RETINE,　 terme　d'Anatomie&d'Optique,　 ROUGE(Physiq.)が 、 論 文 末 に あ る 「パ リ科 学 ア カ

デ ミー の著 述 へ の参 照 指 示 一 た だ し典 拠 は チ ェ ンバ ー ズ 『サ イ ク ロ ピー デ ィア』 に あ る一 を含 む

い くつ か の 『百 科 全書 』 項 目 の リス ト」 に挙 げ られて い る19。これ らに もち ろ ん、 「タ ラ ンチ ュ ラ」

、 「空 気 」、 割 愛 したTORPILLEを 付 け加 え る こ と もで き よ う。

チ ェ ンバ ー ズ は 『歴 史 と報 告 』 の 翻 訳 と 『サ イ ク ロ ピー デ ィア』 編 集 に 当 た って 、 「専 門 的 」 と

「一 般 向 け」 と い う知 識 の 選 別 を 、 方 針 と して 採 用 した か?

　 チ ェ ル ヌ ス キ の論 文 の 「付 録1」 に は、 『百 科 全 書 』 諸 項 目、ARDENT,　 CONGELATION,

PERLE,　 PouDRE　 A　cANoN,　 RETINE,　 ROUGEの 典 拠 と な っ た 『哲 学 的 歴 史 と報 告 』 の 論 考 が

存 在 す る。 た だ し、 項 目ARDENT,　 RETINE,　 ROUGEの 典 拠 と な っ た論 考 の 訳 者 は マ ー テ ィ

ンで あ る。 残 るCONGELATION,　 PERLE,　 PouDRE　 A　cANoNに 関 わ る記 事 を チ ェ ンバ ー ズ が

訳 して い る。 これ らに さ らに、 項 目AIR,　 TARENTULE,　 TORPILLEの 典 拠 とな っ た論 考 が 加

わ る。AIR,　 CONGELATION,　 PERLE,　 TORPILLEは 『報 告 』 の論 文 の、　PouDRE　 A　cANoNと

TARENTULEは 『歴 史 』 の記 事 の 訳 で あ る。 チ ェ ル ヌ ス キ が 示 した よ う に、 チ ェ ンバ ー ズ は

『サ イ ク ロ ピー デ ィア』 執 筆 に際 して 、 『報 告 』 の論 文 も 『歴 史 』 の記 事 も臨機 応 変 に利 用 して い

る こ とが わ か る21。 チ ェ ル ヌ ス キ は ま た チ ェ ンバ ー ズ と百 科 全 書 派 が 対 照 的対 応 を と っ た こ と も

浮 き彫 りに した。 百 科 全 書 派 は知 識 の 間 に 「専 門 的」 と 「一 般 向 け」 の 区別 を立 て、 典 拠 を選 別

す る傾 向 が あ るの に対 し、 チ ェ ンバ ー ズ は 「一 つ の や り方 だ け を採 らず」、 「二 種 〔の知 識 〕 を結

合 す る」 ので あ る22。筆 者 と して は、 チ ェ ル ヌ ス キ が存 在 を 知 らなか った 『哲 学 的 歴 史 と報 告 』

を通 じて、 彼 の この指 摘 を検 討 し直 す こ とに した い。

19　Cernuschi,　o.　c.,　p.141-142.

20　 チ ェル ヌスキは既 に この項 目を、Penser　la　musique　 dans　l'Encyclopedie,　Paris,　Champion,2000と い

　 う著作 で分析 している。

21　 1bid.,　pユ37.

22　 1bid.



　 ま ず、 資 料1に あ る よ うに 、 全 部 で79論 考 の英 訳 が チ ェ ンバ ー ズ に よ って な さ れ、 『哲 学 的 歴

史 と報 告 』 で 出版 され た が、 そ れ らが 『歴 史 』 と 『報 告 』 の両 方 か ら採 られ て い る事 実 が注 目さ

れ る。 さ らに、 彼 が 『サ イ ク ロ ピー デ ィア』 執 筆 に 当 た って、 適 宜 そ れ らを活 用 した こ と も確 か

で あ る。 た だ、 ま だ解 明 され るべ き問題 が残 って い る。 チ ェ ンバ ー ズ が は た して、 翻 訳 ・編 集 上

の方 針 と して上 述 の 区別 を採 用 した か ど うか とい う問題 で あ る。筆 者 が 検討 しえ た限 りで は、 チ ェ

ンバ ー ズ は そ れ を方 針 に は しな か った し、 主 訳 者 で あ るマ ー テ ィ ン もそ う した こ とは ど こで も明

言 して い な い 。 仮 に マ ー テ ィ ンが そ う した 区別 を 立 て て い た な ら、 読 者 を考 慮 して 『歴 史 』 か

『報 告 』 か ど ち らか に偏 っ た翻 訳 と して 、 『哲 学 的歴 史 と報 告 』 を編 集 した で あ ろ う。 しか し、 実

際 は そ うな って い な い。 論 考 は両 方 か ら抜 粋 され て お り、 チ ェ ンバ ー ズ は どち らに も優 先順 位 を

付 けて は い な い。 以 上 か ら、 『哲 学 的 歴 史 と報 告 』 を参 照 して も、 チ ェル ヌ ス キ の 主 張 は成 り立

つ と思 わ れ る。

　 筆 者 と して は、 先 に 引用 した 『サ イ ク ロ ピー デ ィ ア』 「まえ が き」 の編 集 方 針 を 参 考 に して、

さ ら に問 題 を深 め て み た い 。 「規 則 は、 あ りふ れ た こ とを 学 者 に も益 が あ る よ うに 表 現 し、 至 極

抽 象 的 で難 解 な こ とを無 知 な者 に もわ か るよ うに表 現 す る こ とで あ るべ きだ」。 「専 門 的」 と 「一

般 向 け」 の 区別 は確 か に存 在 す るが、 表 現 に よ って両 者 を通 約 で き る とい う理 念 を、 チ ェ ンバ ー

ズ が 保 持 して い る のが わ か る。 そ れ ゆ え 、 次 の よ うな主 張 も 「ま え が き」 で 表 明 さ れ て い る、

「あ らゆ る事 例 を 満 遍 な く踏 ま え た言 葉 の 完 全 な リス トは、 実 現 さ る べ き学 問 の 体 系 全 体 に 匹敵

す る と言 え る」23。こ こに は、 マ レル ブ も指 摘 す る よ うに、 ロ ック の言 語観 に影 響 され た チ ェ ンバ ー

ズ の百 科 全 書 観 が あ る24。次 に、 この見 方 に つ い て も っ と も深 い分 析 を行 ったRichard　 Yeoの 著

作 を検 討 す る こ とに した い。

　 ま ずYeoは 第 五 章 「『世 界 で最 良 の本 』、 エ フ レム ・チ ェ ンバ ー ズ 『サ イ ク ロ ピー デ ィ ア』」 で

次 の よ うな要 点 を 明確 に す る 。 『サ イ ク ロ ピー デ ィア』 執 筆 に 当 た って、 チ ェ ンバ ー ズ が、 諸 学

を連 関 させ る意 識 に欠 けた ハ リス 『技 術 事 典 』 の よ うな単 な る普 遍 的学 芸 事 典 を越 え る百 科 全 書

を実 現 しよ う と した こ と、 引 く便 宜 の た め に ア ル フ ァベ ッ ト川頁を採 用 した こ とで知 識 が寸 断 され

て しま った の で、 各 学 問 と学 問 間 に連 環 や体 系 性 を取 り戻 す た め、 ク ロス ・レ フ ァ レ ンス と学 問

分 類 表(《View　 of　Knowledge26》 の 図 表)を 用 い た こ と、 しか し、 分 類 は恣 意 的 で あ り、 諸 学

の進 歩 に遅 速 が あ るた め不 十 分 で あ り、 新 た な学 問 が登 場 す れ ば、 そ れ だ け い っそ う諸 学 の連 環

は 複 雑 化 す る点 を チ ェ ンバ ー ズ が認 識 して い た こ と、 つ ま り 『サ イ ク ロ ピー デ ィ ア』 は当 時 の

「知 識 爆 発 」 に対 応 し全 知 の可 変 的 か つ 全 面 的 集 約 を 目指 す ものだ っ た こ と27、そ う した彼 の新 た

23　 ((Preface　de　la　Cyclopoedia　de　Chambers)),　RDE,37,　 p.61.

24Malherbe,　 Michel,《Presentation》,RL)-E,37,　 p.15.

25　 Yeo,　Richard,　Encyclopaedic　 Visions.　Scientific　Dictionaries　and　Enlightenment　 Culture,　Cambridge

　U.P.,UK,2010(first　 ed.,2001).

26　 1bid.,　p.133.

27　 1bid.,　p.142.



な百 科 全 書 観 は画 期 的意 義 を 有 し、 そ の こ と はデ ィ ドロ を含 む 同 時 代 人 に も認 知 さ れ、 『百 科 全

書 」 もそ の見 方 を踏 襲 した こ と。

そ の上 で、Yeoは チ ェ ンバ ー ズ に お け る言 語 と学 問 の 関 係 を 検 討 す る。 ニ ュ ー トン力 学 な ど学

問 の伝 達 普 及 に と って 障害 とな るの は、 こ とば と物 が乖 離 して い て人 々 が意 思 疎 通 で きな い こ と

だ と、 チ ェ ンバ ー ズ は考 え た。 彼 の前 に は、 こ とば と物 の一 致 を 目指 した ウ ィル キ ンズ の人 工 的

な普 遍 言 語 の構 想 、 と りわ け ロ ック の言 語 観 が あ った 。 そ れ は 「定 義 」 を 、 「特 殊 な複 雑 観 念 を

構 成 す る主 要 な 単 純観 念 を枚 挙 す る こ と」 とす る よ うな見 方 で あ った28。そ こか ら 『サ イ ク ロ ピー

デ ィ ア』 は 「用 語 の例 証 的 で 注 意 深 い定 義 」 に よ る学 芸 の伝 達 を 目指 す こ と に な った29。 こ う し

て 『サ イ ク ロ ピー デ ィア 』 は、 「言 語 を清 掃 す る とい う慎 ま しい役 割 を受 け入 れ」、 「学 問 を用 語

へ と分 解 し、 同 時 に そ れ を 『体 系 』 の一 部 へ と再 構 成 す る」、 しろ うと の た め の 「安 直 本 」 と し

て作 られ る こ と に な った30。 そ して そ れ は同 時 に、 初 心 者 に と って 専 門書 へ の 通 路 と な る もの で

もあ った。

だ か ら、 「専 門 的 」 と 「一 般 向 け」 の知 の 区別 は、 チ ェ ンバ ー ズ に と って重 要 な 翻 訳 方 針 や編

集 戦 略 とは な りよ うが な か った。 両 知 識 は通 約 可 能 で あ り、 事 例 を踏 ま え た表 現 の工 夫 に よ って

そ の通 約 を果 た す こ とが、 『サ イ ク ロ ピー デ ィ ア』 の主 要 な課 題 だ っ たか らで あ る。 したが って 、

『歴 史 と報 告 」 の活 用 の際 に求 め られ た の は、 「専 門 的」、 「一 般 向 け」 の 区別 な く、 他 の典 拠 か ら

は得 られ に くい知 識 を そ こか ら獲得 し、 そ れ を 「無知 な者 に もわ か る よ うに」 表 現 す る ことで あ っ

た。

結 論

これ ま で の叙 述 か ら、 以 下 の よ うな結 論 が得 られ た。

1.チ ェ ンバ ー ズ が科 学 ア カ デ ミー 『歴 史 と報 告 』 の諸 論 考(1701～19)を 自 ら英 訳 し、 そ れ

らの一 部 を 『サ イ ク ロ ピー デ ィア』 執 筆 に活 用 した こ と、2.執 筆 に 当 た って は英 訳 を そ の ま ま

コ ピー&ペ ー ス トす るので はな く、 『サ イ ク ロ ピー デ ィア』 「まえ が き」 に書 か れ た執 筆 方 針 に従 っ

て、 自 らの英 訳 の順 序 を入 れ替 え、 定 義 を先 に記 述 した り、 新 た に発 見 され た知 見 を加 え た り、

一 般 読 者 向 けに表 現 を も っ と平 易 な こ とば に変 更 した りす るな ど
、 適 切 な書 き換 え を した こ と、

3.た だ し、 『哲 学 的 歴 史 と報 告 』 と 『サ イ ク ロ ピー デ ィ ア』 の本 文 の 間 に は 、 単 純 に前 者 か ら

後 者 へ とい う方 向 か らは説 明 困難 な微 妙 な違 い が多 数 あ る こ と、4.チ ェ ンバ ー ズ の 『歴 史 と報

告 」 翻 訳 戦 略 と 『サ イ ク ロ ピー デ ィア』 編 集 戦 略 は と もに、 「専 門 的 」、 「一 般 向 け」 の区 別 な く、

他 の典 拠 か らは得 られ に くい知 識 を 『歴 史 と報 告 』 か ら取 り出 す点 に あ った と思 わ れ る こ と。 い

28Ibid.,p.158.

29Ibid.,p.161.

30Ibid.,p.168-169.



ずれにせよ、『歴史と報告』→ 『百科全書』、『サイクロピーディア』→ 『百科全書』といった影

響関係を扱 う今後の研究は、以下の点を意識 して進める必要があろう。すなわち、上述の二重の

迂回過程が存在すること、それゆえ、その長い複雑な過程を通 じて、テクス トの間テクス ト的再

編 ・超克がいかになされたかを示す必要があること。
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 This surprising paradox is 

wholly founded on this, that we 

know no bounds of the condensa-

tion of the air, any more than of 

its  dilatation  ; and that this pe-

culiar property it has of being 

reducible by pressure, into bulks 

reciprocally proportional to the 

weights it is compressed withal, 

may make it surpass many times 

the weight even of the heaviest 

bodies, and increase the force of 
its spring accordingly, in which 

state it acts upon it with great



air from continually increasing 

more and more, provided the 

cause which produces it be in-

creased accordingly. 

 Be this as it will, as we owe a 

great deal of deference to the ac-
curacy of the great men who 

have made these experiments, we 

do not pretend intirely to disal-

low them, only it were to be 

wished, that experiments of this 

importance were more known 

than they are ; in the mean time, 

till we have an occasion of in-

forming ourselves hereof, or of 

making experiments of the like 

tenor ourselves, we shall suppose 

any bounds of the air's condensa-

tion as well as dilatation un-

known, nor make any scruple for 

stretching them as far as we 

may have occasion for, with this 
restriction, that our reasoning 

shall be reduced to the terms of 

the experiment, whenever it ap-

pears certain and decisive.



of these orbs may be so great, 

that the cylinder shall vastly 

surpass the magnitude of the 

terrestrial globe, as may be eas-



which would contain many mil-

lions of millions more orbs, equal 

in weight with ours ; supposing 

that the density of the air as not 

limited to that of the heaviest 

bodies known among us beyond


